
- III-TRP-17 -

[III-TRP-17]

©Japanese Society of Pediatric Cardiology and Cardiac Surgery 

Japanese Society of Pediatric Cardiology and Cardiac Surgery 第51回日本小児循環器学会総会・学術集会 

一般ポスター（多領域専門職部門）

一般ポスター（多領域専門職部門）4 
教育・業務の検討
座長:森田 典子 (東邦大学医療センター大森病院)
Sat. Jul 18, 2015 10:00 AM - 10:20 AM  ポスター会場 (1F オリオン A+B)
III-TRP-16～III-TRP-19
所属正式名称：森田典子(東邦大学医療センター大森病院　小児病棟)
 

 

若手心臓血管外科医を対象とした体外循環技術研修
○金子 克1, 坂本 貴彦2, 小坂 由道2, 梅津 健太郎2, 島田 勝利2, 早川 美奈子2, 新富 静矢2, 原田 順和2, 児野 徹1, 佐藤
直己1, 浅見 昌志1 (1.長野県立こども病院　臨床工学科,　2.長野県立こども病院　心臓血管外科)
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【背景】心臓血管外科手術を行う上で、人工心肺の使用は不可欠である。人工心肺ガイドライン（厚生労働
省：人工心肺装置の標準接続方法およびそれに応じた安全教育等に関するガイドライン）にも記されているとお
り、心臓血管外科医はより安全に手術を行う上で体外循環の知識および技術の取得は重要とされているが、その
研修プログラムを確立している施設は少ない。今回、当院にて若手心臓血管外科医を対象に体外循環技術研修を
実施したので報告する。【対象と方法】心臓血管外科専修3年目の医師を対象とし、研修期間は1年とした。研修
プログラムを作成し臨床工学技士指導の下、実施し研修後アンケートを行った。【結果】研修プログラムに基づ
いて29例（1：組立・充填まで15例、2：1+記録まで8例、3：2+大動脈遮断中操作まで5例、4：3+離脱まで
1例、5：シミュレーション1例）の研修を行った。2.3.4の内訳は、 VSD：7例、 CoA complex：1例、
TGA:1例、 DORV+PA:2例、 TAPVC:1例、 TOF:1例、 DORV+TV dysplasia:1例で平均体重
14.9kg（3.0～46.6kg）であった。アンケートに関しては、「何が分からないかが明確になった、知識を深める
ことができた、術者と臨床工学技士のコミュニケーションの重要性を知った」と回答があった。【考察】臨床工
学技士の誕生により体外循環は臨床工学技士の専門職となり、その安全性は増した。一方、心臓血管外科医が体
外循環に関しての知識を深める機会が減少し、専門医取得に体外循環に対する理解や実際の操作は必要がないこ
とがそれに拍車をかけている。複雑な循環動態に対応する小児心臓血管外科では体外循環の知識、実践は必須で
あり、本研修プログラムは臨床工学技士とのコミュニケーションを良好にすると共に、心臓血管外科手術の安全
性向上につながり必要かつ有用である。


